
ロープレッシャーインパクター LP-20
アンダーセン型 最小 50％ カットオフ値0.06μm

概 要

ロープレッシャーインパクターLP-20は、多段多孔式カスケードインパク

ター（アンダーセンサンプラー）の原理機構をそのまま応用し、低圧条件

（73.3kPa）下で、インパクションする事により従来下限とされていた捕集

径0.43μm（空気動力学的粒径50％、カットオフ値）より小さい粒子の分級

捕集を可能とした、新しいインパクターです。

従来、ほとんどがバックアップフィルターに捕集されていたディーゼル排

気微粒子、光化学エアロゾル、タバコ粒子、ハイテック原材料微粒子等の

粒径測定に効果を発揮します。

尚、大きい粒子のインパクターとして上8段はアンダーセン・ノンバーブル

サンプラーがそのまま使用できる設計になっております。

原 理
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一般的にインパクターの
慣性パラメーターΨはエ
アロゾル粒径とノズルの
断面積とエアロゾルの流
速の比で定義されており
ます。
Ranz及びWongらの粒子に
おけるジェット衝突の解
析の研究によれば、次式
のような関係が成立しま
す。

Ψ＝
C･ρ・Vc･dp2

18μDc
(1)

ここで
C: カニンガムのスリップ補正係数

（＝1.00+0.16×10-4/dp）
dp: エアロゾルの粒径(cm)
μ: 空気の粘度（1.8×10-4 g/cm･sec）
ρ: エアロゾルの密度（g/cm3）
Vc：ジェットノズルを通る流速（cm/sec）
Dc：ジェットノズルの直径（cm）
Ψ: 無次元慣性パラメーター

（衝突効率50％の場合Ψ50=0.14）

故に空気動力学的50％カットオフ値は、次式により求められます。

dp=

以上は通常のカスケードインパクターの粒径算出に使用される計算式
になりますが、極度な低圧状態においてはさらに下記の数式を（2）に
算出する必要があります。

C=1+ [1.257+0.4 exp(-0.55× )] (3)

λ=

λ:平均自由行程(cm)
T :ガス温度[ K ]
P :ガス圧力[atm]
M :ガス分子量[g/mol]
R :ガス定数 8.31×107[erg/molK]

ここで圧力が低圧になるとλが長くなりCが増加しますので、50％分級
値はより小さくなります。
分級値の算出にあたっては、Cがdpの関数ですので、λ、μ、Dc、Ψ、
Vc等を(2)に代入した後、繰り返し計算によりdpを算出します。
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仕 様

分級特性 : 0.06μm～12μmを12段階分級 寸法 : W350 × D177 × H450 mm (ケーシング寸法)

流量 : 24 l/min±15％ 重量 : 12.5kg(ポンプ不含)

吸引圧 : -73.3kPa(バックアップフィルター上流点) ポンプ : ドライ真空ポンプ または オイル式真空ポンプ

捕集板径 : φ80mm(ろ紙、ガラス、ステンレス等)

材質 : アルミニウム



放射性超微粒子用ロープレッシャーインパクターLP-20-R

特徴
本インパクターは超微粒放射性エアロゾルの粒径分布測定を目的に設計さ
れており、重量による粒径分布測定だけでなく、GM管等で容易に放射性を
計測できるφ60mmの捕集紙が使用できる構造となっております。

仕様
分級特性 LP-20に同じ
吸引流量 20 l/min +/-10%
材質 アルミニウム
ｲﾝﾊﾟｸﾀｰ寸法 φ97mm × 340H
ポンプケーシング寸法 500W × 300D × 800H

特徴
本インパクターは、高圧条件下で分級捕集し粒径を計測する事を目的とし
たものであり、強度・ガスケット・締具等、高圧用に設計されております。
また各段に捕集板押さえピンがついており、捕集紙及び保持板を固定でき
ます。

仕様
分級特性 0.43～11μm
分級段数 8段
吸引流量 20 l/min
耐圧 5 kg/cm2

耐熱 200℃
捕集板径 φ47mm

高圧仕様カスケードインパクターAN-200-HP
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